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研究内容
カーボンニュートラルなプラスチックの⽣産・循環利⽤

・カーボンニュートラル・廃棄物・素材産業・動静脈連携・熱利⽤

•既に複数の地域で、企業や⾃治体と⼀緒にこのような仕組みの実現に向けた検討を始めています。
•国⽴環境研究所は中⽴的な⽴場で、廃棄物の排出・処理側（⾃治体や処理事業者など）と需要側
（素材産業など）の間に⼊り、効率的、経済的、安定的な仕組みの検討を⽀援します。

•素材の⽣産・使⽤・リサイクル・
処理をカーボンニュートラル
（CN）にする必要があります。し
かし、⾷品の容器包装や医療廃棄
物のように、リサイクルが困難な
廃棄物も発⽣します。
•これらの廃棄物は、焼却して発電

が⼀般的ですが、焼却炉の発電効
率は⾼くありません。焼却熱をプ
ラスチックや紙などの製造に必要
な蒸気供給に利⽤できると、ずっ
と多くの化⽯燃料を節約でき、
CO2排出削減効果と、経済的便益

リサイクル困難な廃棄物を利⽤した素材産業等への
低・脱炭素な製造⼯程⽤熱供給の仕組み

CO2排出削減とコスト削減を両⽴する動静脈連携
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⼀般廃棄物の素材製造への活⽤
廃棄物を利⽤したコンビナート等での⼤規模集中熱供給

•現在、家庭やオフィス等で排出される⼀般廃棄
物のうち、リサイクル困難なものは各⾃治体の
焼却施設で分散処理されています。
•代わりにコンビナート等に集約して焼却・蒸気

供給とCCUを⾏うLCCNプラントで燃焼し、⼤
規模に蒸気供給することで、⼤量の化⽯燃料の
削減が期待されます。情報技術を活⽤して全体
をモニタリング・制御することになります。

CN: カーボンニュートラル

も⼤きくなります。将来はCO2の回収・利⽤（CCU）を併⽤することで、カーボンリサイク
ルも可能となり、廃棄物の質に関わらず⽣産から廃棄の⼯程をCNにする、ライフサイクル
カーボンニュートラル（LCCN)が可能になります。


